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1．は じめ に

　珪藻は水域 にお ける主要な 一次生 産者 で あ る 。 こ の こ とか ら湖 沼で の 珪藻生

産力に つ い て そ の 変 動 シス テム を解明する こ と は 、 閉鎖 系内で の 生態 モ デル を

構築す る上で の 鍵 とな る 。 珪藻生産力 を変化 させ る 主因 となる の は 、 湖沼内で

の 栄養塩循環で ある 。特に 珪藻 は珪酸塩の 殻 を持つ ため ， 珪酸が栄養塩 と して

重要 な役割 を果 たす 。 また 珪酸塩の 殻 を持 ， こ とは同時 に 、珪 藻 は積物中に化

石 として残 りや すい 性質を岱つ 。 こ れ らの 嘘質 を用 い て 、 湖沼 堆積物中の 艦石

珪藻含有量 か ら 過去の湖内生産 力が見積 もられ 、 過去 の 湖 沼集 水域環境変動 の

所産 で ある栄養塩供給の 変化を推定する舐 み （Colman 　 et　al， 1995な ど）が な

され て い る。

　湖沼にお ける 栄養塩の 循環 は 、 系外 か らの 供給 （集水域 か らの 流入）、系 内

で の循環 （湖沼 内で の 消費 ・分 解 ・再利用）、 系外へ の 緋出 （水底へ の 堆積あ

る い は河川か ら流 出） に分 1・一＋一られ る 。 こ巾 ら栄養塩循環 の 内、 系外か らの 供給

は湖沼 系外部 の 何 らか の 環境変 動 （た と2 ・ま流 入 水量、 士壌か らの 流出塩類変

化な ど） に大き く依存する 。 しか し系内循環 ・排 出は、系外要 因 以外にそ の 湖

沼 の 持つ 生態学 的な 固有の 内的性質 に も依存す る と考え られ る 。 こ こで 、珪藻

種 によ っ て そ の殻形 状 に よ る表面積 の 違 い か ら溶解 の 度合 い が違う （Williams
e 亡a1

，
1985 ） ことが知 られて い る 。 すなむ ち これ は 、 湖沼閉鎖系 内で 珪藻群集

の違 い に よ り、珪酸の再利用の 程度を変化 させて い る とい うこと に他な らな い
。

この よ うな 珪酸 の バ ッ フ ァ
ーを 閉鎖系内 に仮定 す る と 、 系外か らの 供給の み に

依存す る こ とな く、珪藻は At”

産 力 を増す可饉性が 出て くる 。 そ して こ の こ とは 、

堆積物 の珪藻化 石含有量 と実際 の 珪藻生産量 との 違 い を生み 出す た め 、古環境

推 定 におい て 誤 っ た結論 を導 く こ と にな りか ね ない 。

　こ の よ うな問 題点 を整理 ず るべ く、湖 巾珪藻生産 力 と殻溶解 ・遺骸堆積過程
の 結果で あ る化 石 珪藻との 群集差異を明 らか にする こ とが必要 とな る 。 本研究

で は 、 閉鎖 系と い うに十分な大 き さ を持つ 琵琶湖 を対 象 とし、湖水産珪藻と化

石 との 群集比較を試みた 。 1980年以 降の 琵琶湖で の 珪藻生産力変動 （滋賀県 立

衛生環境セ ン タx1984 −2000）は既知で あ るため 、 本研究で は これ ら観測地

点 の 近傍で堆積物中の 珪藻化石 群集 を調査 し 、 湖水産珪 藻との 時間対 比 を行 う

ため
210Pb

法 を用 い た 堆積物の 年代推定も併せ て 行 っ た。

2．試 料 、 分析方法
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　 ・採取試料

琵酬 は 灘 県に陥 す る 日本最大 の湖 で ある （醺 674  2
、貯水量275 ×

107m3、最大水深104m 、流入 水量 50 × 107m3／年〉 。 湖 は 、 野洲 川河 口 付近に

位置する琵琶湖大橋によっ て北湖および南湖 に二 分され 、 平均水深はそれぞれ

43m お よび4m 、 湖水 の 平均滞留時間はそ れぞ れ5。5年お よび 15 日で ある （宗宮 、

2000） 。

　本研究で は 、 2000年 12 月13日 、 滋賀県琵琶 湖研究所の調査 船 「発見号」 に

乗船 し 、 K ・K式採泥器 （橋本化学社製） を用い て 北湖 南部 （コ アA ： 35
°

10
’

30
”

N 、 35 °

58
’ 00 ” E 、 水深 54m ）お よ び南湖 （コ ア B ：35

°

03
’

00
”

N 、 135
°

54
’
oo

”
、 水深 4m ） で （図 1）、そ れ ぞれ 湖底堆積物の コ ア 試料

（コ ア長各 29cm 、 コ ア 径5cm ）を 二 本ずつ （珪藻分析用 ・

γ 線測定 用）採取

した。

　試料は各コ ア とも暗灰色の シ ル ト質泥 で 、 最表層に数mln 厚の 茶褐色の 酸化

層が存在する。 各コ ア と も目視 に よる層理構造 は認め られなか っ た 。 ス ミ アス

ライ ド観察の 結果、各 コ ア とも 堆積相は全層準 を通 じて 殆 ど砂 は含まれず （2

％以下）、ま た シル トお よ び粘土 の含有比 はほ ぼ同等で あ っ た 。 た だ し、 コ ア

A で は全層 準を通 じて珪藻が約10％含まれ て い た が 、 コ ア Bで は珪藻 は殆 ど含

まれなか っ た （1％以下） 。 こ こ で 、南湖に お い て も現在 、 珪 藻が 生産 さ れて

い る こ とか ら （滋賀県 立衛生環境セ ン ター
、 1984 −2000 ） 、 南湖 で は 堆積物中

（コ ア B ）に珪藻が化 石 として 残 りに くい こ とが 判明した 。 こ れ は 、 南湖 で の

湖水滞留時間が 短 く、 珪藻遺骸が堆積する 前に 河川か ら流出したためか もしれ

な い 。 よ っ て 、 本研 究で は北 湖堆積物 （コ アA ）に つ い て の 詳細な解析 を加 え

るべ く、堆積物中の 珪藻化石群集の 分析を行 っ た 。

　 コ アA は堆積物下端 をコ ア 同径 の ピ ス トン を 用 いて 、 コ アチ ュ
ー ブか ら層厚

5mm 間隔で 押 し出 し 、 ス テ ン レス 製の へ らで 定容量 （9．8m1 ：コ ア断面 積 ×層

厚 ） に切 り分け る こ とで 各層準 ごとの 分析用試 料と した 。 こ れ ら各層 準の 試料

につ い て 、 湿状 態で の 単位体積 に おける乾燥時の 堆積物重 量 （本論 で は簡単に

　「堆積物乾燥密度」 とす る） ・
γ線測定 ・珪藻分析 を行 っ た 。

　 ・ 堆積物乾燥密度測定

　本研究で は 、 堆積物 の 層序 変化 を時 系列 に変換すべ く
210R

〕法によ り堆積速度

の 推定 を行 うが 、 堆積物重量 と流入する
210Pb

の 層序変化 との 関係を明 らか にす

る ため 、 まず コ ア深度 を 「長 さ （m ）」 か ら単位面積あた りの 重量 による深 さ

（g ／cm2 ）へ の 変換を行 う 。 これ は言 い 換える と 「重量深度 」 とい える表現で 、

この 重量 深度は表 層か らの 堆積 物乾燥密度 を積算 した値 と した 。 コ ア重量深度

を見積もるため の 堆積物乾燥密度 を測定をする ため 、 定容量に 分取 した試料 を

オー ブン にて 80℃ で 10 日間乾燥 させ た 後 、 電子天 秤にて 秤量 した 。 測 定か ら得

られ た堆積物乾 燥密度 を用 い て 、 γ 線測定用試料の コ ア重量深度 を表1の様 に

見積も っ た。

・

γ 線測定
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　本研 究で は 、 得 られ た試 料の 堆積年代 を見積 もる た め 、 過去の 琵琶湖堆積物

の 堆積速 度推定 （太井子 、 他 、 1987な ど） に 準拠 し、
2エOPb

法 （ウラン系列の

二 次放射性核種を用い た 年代推定法 ；
210Pb

の 半減期は 22．3±0，2年 ；Firestone
and 　 Shirley， 1996） を用 い た 。 同時に 、 1960年代前半 に大気圏中核実験 によ

り高濃度 に放出 された
ユ37Cs

の 濃集層準を特定する こ とに よ り、
210Pb

法に よ る

堆積速度推定 の 裏付 けを試 みた 。

　これ ら堆積年代推定の た め 、
137Cs ・210Pb

・
214Pb

の γ線 を井戸 型ゲル マ ニ ウ

ム 半導体検 出器 （SEIKO 　EG ＆ G
，
USA ，　GWL −120230−S）を用い て 計数 した 。

γ線測定を行っ た試 料はコ ア深度0．0 − 5．Ocm （コ ア重量深度0− 1．66g／cm2 ）

の全層準 ・コ ア深度 7．O− 7．5cm （2．67−2．92g／cm2 ） ・同9．5− 10．Ocm （4．04−

4．33g／cm2 ）の全 12試料で ある 。 測定に は堆積物乾燥密度測定に 用 い た乾燥試

料 1gを用 い 、 こ れ をメ ノウ乳鉢で 粉砕 した 。そ の後 、 試 料 をプラス チ ッ ク試験

管に密封 し 、 数 日間 、 検出器に て γ線 を計数 した 。 計数 した γ線 は 、 バ ッ クグ

ラ ウ ン ド ・計数時間 ・検出器の 計数効率 ・各核種の γ線 放出率 ・測定試 料の 重

量 ・採取 日か ら測定 日まで の時 間差に よ る減衰 補正 を考 慮 した 上で 、 各放射性

核種の比放射能 （Bq ／g）を求めた。
210Pb

の 比放射能に関 して は 、 堆積物申で

226Ra
と 放射 平衡 に あ る

210Pb
，。p

（
214Pb

比 放射 能 を
218Po

の α 壊 変 分岐 比

（0、99980）で割 っ た値） を差 し引き、大気 中か ら降下 して 堆積 した
210Pb

． ，比

放射能 と して 見積 も っ た 。 得 られ た 各層準の
210Pb

。x 。
お よ び

137Cs
の比放射能は表

1の 通 りで ある 。

　 ・珪藻分析

　本研究で は 各珪藻種で の 量的な時系列変化を捉える た め 、
一

般的な 珪藻化石

群集の 組成 比測定に 加え 、 マ ー カ ー （デ ュ ポ ン社製マ イ ク ロ ス フ ェ ア 10 μ m

（NEM −001）を5．11× 106grains／ml に調整 した溶液）を用い る こ とで 堆積物

中に含ま れる珪 藻の含有量 も同時に測定 した。 分析 した試料は、珪藻分析用試

料の コ ア深度042 ．5cm の 全層準、全25試料で ある 。 分析方法は以 下 の 通 りで

ある。

　まず 、オ ーブ ンで 乾燥 （40℃ ）させ た試料約0．7gにつ い て、80℃ に加熱 した

過酸化水素 （15％）で30分間処理 し、堆積物中に含まれ る有機物を取 り除い た。

蒸留水 を用 い て過酸化水素を10倍に 希釈 した後 、 5時間放置 した 上で水避処理

を行い 過酸化水素を除去した 。 そ の 後、堆積物に含まれ る粘土を除去するた め 、

試料に再び蒸 留水 を加 え2．5時間放置 し、水避 を行 っ た。粘土 除去の操作 を9回

繰 り返 した後、試料 にマ ーカー 溶液 を5m1加 え攪拌 した 。 以上の 処理 を施 した

試料につ い て 、 プ リュ
ー ラ ッ ク ス封入剤 を用 い て顕微鏡観察用 ス ライ ドを作成

した 。 作成 した ス ライ ドは 生 物要項 学顕微鏡 （オ リ ンパ ス BX 　51） を用 いて

1000倍の倍率で検鏡 した 。

　各ス ライ ドの 測定珪藻計数は全 珪藻殻約200個 （マ ー カ ー−twで20− 50個） と

した。中心 目珪 藻につ い て は 、原 則と し て蓋殻 の 中心 を持つ もの の み 1個体 と

して 計数 した 。 た だ し凝結節を持つ 場合 は 、 こ れ を伴 う破片を 1個体 と 計数し

た 。 縦溝の ある 羽状目珪藻は蓋殻の 中心 区が ある破片 を1個体 と した 。 縦溝の
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ない羽状 目珪藻は、破片の 端部を1／2個体と した。

　こ の よ うに計 数 した各層準で の 珪藻に つ い て 、 同時 に計数 した マ
ー

カ
ー

数 ・

試料 に添加 した マ
ー

カ
ー

数 ・試 料乾燥 重量 を考慮 して 、堆積物 中の各珪藻種の

含有量を求めた 。

3，分析結果

　 ・堆積年代

　
137Cs

の 比 放射 能の 層序変化 は 次 の 通 りで あ る （図2、 3）。 コ ア 深度9．5−

10．Ocm （コ ア重量深度4．04−4．33g／cm2 ）で 測定試 料中の 最小値0．0052Bq ／g

を取 り、 上 位 に 向 けて 徐 々 に増加 して い く 。 コ ア 深度 3．O− 3．5cm （0．78 −

1．01g／cm2 ）で は最大値0．1046Bq／gの値 を取 り、最表層 に向けて O．0176Bq ／

gま で 徐 々 に減少す る 。 この結果か ら 、 コ ア深度3．O−3．5cm に 1960 年代前半に

大気圏中核実験に よ り高濃度に放出 された 137Cs の 濃集層 を確認 で きた 。

　
2上oPb

，x。
の 比放射能の 層序変化は 次の通 りで あ る （図2 、 3） 。 コ ア深 度9．5−

10．Ocm で 最小値0．042Bq ／g を取 り、最表層に 向けて0．0494Bq ／g まで 徐々 に増

加す る 。 本研究で は これ ら
21OPb

． 。
比放射能の値 を用い て 、 最 小二 乗法 によ り堆

積物の 重量堆積速度 （g ／ 
2 ・y ）を求め た 。 まず、 全測定試 料の 値 を用い た 場

含の 重量堆積速度 （全層準で の 平 均堆積速度）は0．054g ／cm2 ・yで あ り、 この

とき比放 射 能 の 自然対 数値 と コ ア重量深 度 との 相関係数は 一〇．93で ある （図

2）。
こ の 場合 、 コ ア深度 1．O−1．5cm （1．66− 2．44g／cm2 ）に1960年代前半が相

当す る 。 これ は先 の
137Cs

に よる年代推定 の 結果 と矛盾す る 。 そ こで 本研 究で は
210Pb

． 。
比放射能 の 対数値と コ ア重量深度 と の 相 関が 極め て 高 く　（

−O．99） なる

コ ア深度0，0−3．5cm （0．OO− 1．01g／cm2 ）の み の 値 で 重量堆積速度を見積 もっ

た と こ ろ （図3） 、 0．019g ／cm2 ・y とな っ た 。 こ の 場合、 コ ア深度3．0−3，5cm の

堆積年代は1958年 と推 定 され 、

137Cs
に よる年代推定の 結果 と大き く変わ らな

い 。 また 、 コ ア深度3．Ocm 以深の
2iOP ）b

． c比放射能か ら、同様に 重量堆積速度 を

求め 、 0．090g ／cm2 ・y を得た 。 こ の 琵琶湖 で の 堆積速度変化は、過去 の 研究 に

おい て も同様 に認 め られる （太 井子 、 他 、 1987 ） 。 た だ し今回の 堆積速度推定

で は 、 深い コ ア深度で は
210Pb

． 。
比放射能の 自然対 数値の誤差が大き くな る こ と

な ど、 問題点 もある 。 しか し 、 比較 に用 い る湖水産珪藻デー タは 1980 年以降に

つ い て の み で ある 。 よ っ て 本研 究で は 、これ らの 重量堆積速度 （コ ア深度0．0−

3．1cm で 0．019g／cm2
・
y 、 3．1cm 以深で0．090g／cm2 ・y） を用 い て コ アA の 1980

年以降に堆積 した層準を 、 コ ア深度2．Ocm 以浅と推定した （表2 、 3） 。

　 ・珪藻層序

　コ アA の 珪藻含有量 の 全層準 を通 じて の 平均は、2700 × 105valves／gで あ る

（図4） 。 コ ア 深度 3．0− 12．5cm で は 1600−4400valves／g の 間で 目立っ た 変化

が無 く推移する 。 最上 部で ある コ ア 深度O．O−3．Ocm で は3500−5300valves／g で

あ り 、 下位 に比べ 若干多産す る 。

産出 した珪藻種は 、多い 順に　Aulacoseira　nipponica　 （コ ア全体の 40．9
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％）　、S亡ePhanOdiscus 　pseudosuzukif （35．9％）　、　 Ste．　suzukif 　（16．6％ ）　、

魚 匁 泌 acrotonensis （2．3％） 、 （）ycloteUa　 praetermissa （0．9％） 、 AuL

granUlata　（0．9％）　、　Coooα ゴs　placen亡ura 　（0．6％）　、
　AU1．　ambigua 　（O．5

％）、Diploneis　　ova 互s （0．2％） 、 Achnanthes　　lanceolata（0．2％） 、

1＞avicula　 hasta （0．2％） 、 （コyrnbefia　 ven 亡isosa（0．1％） 、 Synedra　 Ulna
（0．1％） 、 Ach 。　minutissima 似 下、0，1％未満）、Asterionella　formosa、

caloneis　 わaci．Uurn、　 Cyo，　 menegh 加 f∂na 、
　 Cyc．　 s亡elligera 、

　 Cym ．

tumidua 、
　 Epithem1

’
a 　　sorex 、　 Epi．　 zebra ，

　 Eunotia　　1ロna 廊 、　 Eun ．

paludosa ，　 Eun ．　veneris 、　 Gomphonenia 　comstruluni 、
　 Gorri．　lt

’
ng ロla亡um ，

Gyrosiguma 　 acmin 　tum 、　 Nayicua　 cuspidara ，
　 1＞av．　 eiginensis ，　 Nav ．

pupula 、　 Pt
’
nnularia 　 gfbba 、　 Rhoicosphenia　 c　urvata で ある。 こ の うち産

出頻度上位3種の 中心 目珪藻だ けで 、 コ ア全体の 93．4％ を占め る。

　コ アA の主 な珪藻種の 層序変化 は次の 通 りで ある （図4） 。AuL 　 granulata 、

Atzl．　amblgua 、　 Fra．　 crotonensis はコ ア深度12．5−4．Ocm で は ほ ぼOvalves／g
と殆 ど産出 しな い が 、 コ ア深 度O．O−3．Ocm で は下 位層準 に比較 して 産出が多 く

な る 。 Ste、　pseudosuzukii
’
はコ ア深度3．O−12．5cm で は ほ ぼ1000valves／g以下

で 殆ど変化 がな いが 、OO −3．Ocm で は 1000 −3000valves／g と下位に比較 して 産

出が多 くな る 。 Atd，　 nipponfca 、　Ste．　 suzukii ．　 （］Yc．　 p鯤 e 亡e   臘 C   ．

placenrtula、　 Dip，　ovalis は全層準 を通 じて 産出量変化が殆ど無い
。

4．考察

　 ・湖水産珪藻

　滋賀県立衛生環境セ ンタ
ー （1984 −2000） は定期的 に琵琶湖で の 採 水調査 を

行 っ て お り、湖水 中の 各種植物 プラ ンク トン含有量 （細胞数／ml ）は 1980年よ

り月 2回の 観測が な さ れ て い る 。 本 研究で は、 コ ア A に お ける コ ア 深度0．O −

0．5cm 、 0．5−1．Ocm 、 1．O−1．5cm 、 1．5−2．Ocm の層準に対比 さ れ る年代か ら 、

湖水産珪藻デー タの 観測時をそ れ ぞれ 1980 年4月一1986 年3月、1986年3月下旬
一1992 年3月 、 1992年4月

一1996年7月上 旬 、 1996 年 7月 中旬一1999年3月 に 分け

て 、 それ ぞれの 時期 につ い て の 湖水か らの 平均珪藻産 出量を求め た （表2） 。

この ように年代を対比 した 上 で 、湖水産珪藻 と化 石珪藻の 群集の 比較 を行 っ た 。

　珪藻産 出量比較

　まず 、 珪 藻量の 比較を考え る （表 2） 。 堆 積物中 の 珪藻含有量 を堆積物中 へ

の 珪藻遺骸 流入 量 と考 えた とき 、 これ と湖 内の 珪藻生産力との 比較は、湖内生

産珪 藻が どの 程度化石 と して 堆積 物 と して再現 されて い るか を 推 し量 る指標の

一
つ とな る。珪藻 の 総生産量の 比 較で は、 こ れ らの 相関係数は0．68で あり 、 あ

る程度 高 い 相関 を示 す。次に、種 ごと の産 出量 につ い て考 える 。本研究 と滋賀

県 立衛生環 境セ ンタ
ー

（1984 −2000 ）で 同 時に産 出 が認 め られ た種 はAul．

nipponica、　 AU 　1．　　 granUlata 、　 Au1．　　 ambigua 、
　 S亡e．　　 suz 口kff、　 S亡e．

pseudOSU2 ロ左鉱　Cy℃ ．　meneghiniana 、（；yc ．　s亡elk
’
gera 、

　Ast．　ft）  osa 、　 Fra．
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crotonensis 、
　 Syη．ロ加a 、 （珈 ．　 ven 厘 cosa で ある 。 これ らの 内、 量的比較に

値す る 、 比較 的産 出量 の 多 い 種 につ い て の 相関係数 は 、 Aul，　　　 nipponica

（0．92）　、 AuL 　　　gran 　ulata　（0．37）　、　S亡e ．　　　suzukif 　（0．49）　、　　　 Ste．
pse ロdosロzα短f （0．59） 、Fra．　　 crotonensis （0．69）で ある 。 こ こ でAuL

nipponi（raの 相関が極 め て 高い の をは じめ 、 各珪藻種で の産 出量 はそ こそ こ の

相関が認め られ た 。 以上の 珪藻 量比較か ら 、 堆積物中の 珪藻含 有量 は 、 湖水 中

で の珪藻生産量をある 程度反映して い る とい える 。

　 ・珪藻群集構成比比較

　前述 の 量的比 較 に加 え 、 本研 究で は湖 内へ の 流入水 によ る湖水産珪藻の希釈

効果や 、堆積環 境変化 に よ る堆積物化石含有量 の 希釈効果 を考 慮し、珪藻群集

の 構成比比較 を試 みる 。

　羽状 目珪藻は 中心 目珪藻に 比べ 、そ の 殻表面積の広 さか ら遺骸 とな っ た後に

溶解 しや す い こ とが知 られて い る （Williams　 e亡a1，1985）。 そ こで 本研究で は

羽状 目／ 中心 目の 比を取 る こ とで こ れ ら目レベ ルで の 化石 と して の 残 り易さを

検 討 した （表 2） 。 こ の 羽状 目珪 藻 ／中心 目珪 藻 に よる比較で は、化石 珪藻群

集 （O．09−0．20）は湖水産珪藻群集 （1．77−0．82）に比べ 約 10倍の高い 値 を取 る 。

また、 これ らの 相関係数は0．98と極 め て 高い 。 こ の 結果か ら 、 琵琶湖 で の コ ア

A採取地点 にお い て 、 中心 目の遺骸が堆積物へ 移行す る 確率は羽状 目 に比べ 10

倍で ある と考え られ る 。 これは 羽状目が溶解 しやすい とい う既 知 の 溶解過程 に

対 して 、肯定的な 結果で あ っ た 。

　羽状 目と中心 目とで 溶解の 様式が異な る こ とが判明 した の で 、 次に それぞれ

の珪藻 目内で の比較を試み る。既述の 通 り、 本研究と滋賀県 立衛 生環境セ ン タ
ー

（1984−2000）で 同時に産出が認め られ た種は先に述べ た11種で ある が 、 各研

究にお ける種 レベ ル で の 同定の 精度の 差が ある こと を考慮 し、 こ こで は各 目で

の 属 組 成 の 比較 を行 う （表3） 。 中心 目珪 藻で は 、 湖 水産 群集 に お い て

AulacoseiranC（中心 目内で の 組成 比6−66％） と Stephanodis　ucusma （18 −59

％）が どの 時期 に も高比率で産 出し 、 これ に対応 して化石 群集で もそれぞれ高

い 産出比を示す （そ れぞれ 19−42％、57− 78％） 。
一
方 Cyclo亡eぬ 属 は湖水 で は

比較 的高い 比 率を 示す が （5−36 ％） 、 化石 群種 で は殆 ど産 出 しな い （2 ％以

下） 。 これはCYCIotellareの 化石群集が湖水 で の 生産力 を反映 して い ない こ と

を示す 。

　羽状 目内の 構成属で は 、湖水産群集で は肋 gfla癜 属 （羽状 目内で 52− 88 ％）

とAs 　terion 　ella 　ma（8−40 ％） が 高比 率 で 産 出す る 。
一

方 、 化 石 群 集 で は

As　te　rion 　ellama （0−6％ ）カ1
“

殆 ど産 出せ ず 、 羽状 目内 の 構 成 属 比 の 大 半 を

Era劇 a 〃峻属 （68−89％）が 占め る 。 これは溶解 過程 で化石 として 残 りに くい 羽

状 目の 内で も、さ ら にAsterionella属が湖水で の 生産力 を化石群集 として 反 映

さ れて い ない こ とを示す 。

5．ま とめ
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　日本最大の 湖、琵琶湖 にお い て
210Pb

法 に基 づ く年代推定 を施 した表層堆積物

中の 化石珪藻層 序変化 を 、 近年 の 湖水産珪 藻群集 と比較 した。南湖 で は、珪藻

が化石 と して 堆積 しに くい こ とが判明 した 。

一
方 、 北湖南 部で は 、 堆積物中の

珪藻含有量 と湖 水で の 珪藻生産 力 との 相関が認 め られた。 また 、 目 レベ ル で の

群集比較で は 、 中心 目珪藻が羽状 目珪藻に比べ 、10倍化石 と して残 りやすい こ

とが判明 した。 これ は珪藻遺骸 の 堆積物 へ の移行の度合い が、珪藻殻の表面積

の広 さ に 依存 して い る ため と 推測 され る 。 属 レ ベ ル の 比 較で は 、 中心 目の

Aulacosetra属 とStephanodisucusmaが、羽状目の Fragflariancがそ れぞれ化石

と して 残 りやす か っ た 。 今後 、 各珪藻種の 生産 力 ・湖水循環 ・珪酸塩濃度な ど

の 季節変化を踏 まえ、湖沼にお ける珪藻生産力変動シス テム を よ り詳細に考察

し、かつ 過去の湖沼 珪藻生産 力変動の推定法 を確立 して い く予定で ある 。
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図 1　 位置図
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　 測足陬昇以下

表 1 コ ア Aにおける
aOPbexc

および
i
　
37Cs

の比放射能
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図2 コ アAの 210Pbexc および137Cs の比放 射能層 序変化 と堆積速度

　　　堆積速度を全層準を通 じて
一

窺 （O．054g ／cm2 ・y）と仮定 した場合 。

（
◎
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図3 コ アAの 210Pbexcおよび t37CS の 比放射 能層序変化と堆積速度

　堆積速度を コ ア深度0．O−3．1cm（重量深度0．OO・O．S2g／cm2 ）で0．019glcm2・y、

　　コ ア深度 3．1cm以深で 0．090g／cm2 ・yと仮定 した場合。
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北湖で の湖水珪藻産出量　（10
−1
細兜数／mD

　（滋賀県衛生環壌セ ンター、1984 −2000 ）

コ アAの 化石珪藻含有量 （10S　velves ／g）
（本研究）

コ ア深度 （cm ）

調査年および堆積年代

（A．D．）
1999

　〜

1997

1997

　〜

1992

1992

　〜

1986

1986

　〜

1980

0．0−0．5　 0．5−1．0　 1．0−1．5　 1．5−2，0　　相関係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
2000

　 〜

1997

1997

　〜

1992

1992

　〜

1986

1986

　 〜

1980 一
Au侮cρ5e ’紹 崢 ρoη’ca

AuJacoseira　grenula　ta

Aulacoseira　ambigua

StephanedisCU55uzuki’

Steph∂nediSCUS ρseudosuzukii

Cyciotelta　meneghiniana

byc’0亡etia　stθlligera

そ の 他中心 目

144SO4146880

　 44484

　 4971336910

　 338770

46280

　 61Io220

　 0160180

38056546636

　 015150

640220

　 　03703100

　 24
　 24

　 49

9302602104902600

　　0
　 23

　 23

820140

　 475603000

　　0
　 　 0

　 　 0

1400

　 56

　 373201700

　　0
　 　0

　 　0

中心 目合計

O．92Q
，37

−O．510
．490
．59

一〇．41

1600190010007604400 　　　46004600

Asterionella　formosa

Fragilaria　Ci
’
otonensis

Synedノヨ u’na

CymbelJa　ventricosa
Cocconeis　piacentula
そ の 他羽状 目

2302400

　　0
　 　 1

　 　 0130

3101100

　　0
　 　1

　 　0100

490630

　 0
　 0

　 0go

240580

　 1
　 0

　 167

　 078024

　 02449

23370

　 023

　 0

　 0

　 0630

　 0
　 0
　 047

3500　　　　　0．68− 一
　 0350

　 0
　 09374

羽状 目合計 2800150Q

一〇．040
．69

1200890 880420680520 　　 　 0．73一

全珪藻合計 43003400Z2001600530050005300 　　　4100 　　　　0．68　　　　　　　　一

羽状 目〆中心 目比 1．770 ．821 、201 ．；7 O，20o ．09O ，150 ．15　　　　G．98一

表2　琵琶湖における湖水産および化石珪藻の量的群集比較

北湖で の 湖水産 珪 藻群簸

（滋賀県衛生環嶢セ ンタ
ー、1984 −2000 ）

コ アAの 化 石 珪藻群集

（本研究）

コ ア深度 （cm ） 0．0−O，5　　0．5−1．0　　1．0−1．5　　1，5−2，0
調 査 年 お よび堆 積年 代

（A、D．）
1999

　 s19971997　 〜

19921992

　 〜

19861986

　 〜

19802000

　〜

1997

1997

　 〜

1992

1992

　〜

1986

1986

　〜

1980

中心 目珪藻属構成比 　（％）

AUtacO5θira
Steρhanodiscus
CYcloteJta
そ の 他 中 心 目

33．159
．95
．21
．8

6．351
．136
．85
．8

34．233
．631
．60
．6

66．318
．313
．02
，4

19．378
．522

30．568
．51
．o

21．978
．10
．o

42．657
，40
、o

羽状 匿珪藻属構成比 （％）

A5：e存0ηe〃∂

FragitariaSynedraAchnanthes

CymbeliaNavicUtaCoeconeis

そ の 他羽状 目

8，588
，10
．20
．10
．OO
、OO
．03
，1

20．272
．91
．30
．10
、10
．00
．053

40 ，85Z
．23
．60
．Oo
．oO
．OO
．03
．4

27．464
．90
．80
．10
．00
．20
．16
．4

0，088
．92
．8z
．80
．00
，02
，82
．8

5．688
，90
．OO
．05
．60
．00
．00
．0

O．093
，10
．03
．40
．03
．40
、00
．0

o．067
，90
．03
．63
．60
．G17
．97
．1

表3　琵琶湖に おける湖水産 および化石珪藻群集の 属構成比較
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Ilhe sedimenLtation  process  of  recent  diatom in Lake  Biwa

Takefumi Oda, Fumio  Udo,  Hirotaka Oda, Toshio Nakamura

Center for Chronological Research, Nagoya  University,

            Nagoya  464-8602, Japan

Abstract

 To  estimate  the diatom sedimentation  process  in Lake Biwa, this study

examines  distinction between the diatom stratigraphy  of the recent

sediment  core  with  
2iOPb

 dating and  the live diatom assemblages  in 1ake

water.  Although the Southern Basin of Lake Biwa  has the htgh diatom
productivity, diatom is difficult to deposit on  the sediment  because of
the discharge to the drainage river.  In the northern  basin, total diatom
concentration  in the  sediment  correlates  with the live productivity. In
the comparison  of diatom order,  the Pennales / Centrales ratio  of  the
sediment  is higher (1.77-O.82) than the ratio of the lake water  (O.09-
O.20). Centric genus  CYclotelia and  pinnate  genus  Astet7'Qiiella rarely

remain  in the sediment,  although these genera  have  high productivity in
the  northem  basin. These results  indicate that each  diatom receive

different effects of dissolution in the sedimentation  ･process.  
'Ilhe

deposition and  dissolution processes  of  lake diatom may  control  silica

cycle  and  the diatom productivity in the lacustrine ecosystem.
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